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さくら草だより

広報誌の封⼊は デイセンターさくら草・アトムが担当しています

SSTK

ありがとう...欽ちゃん号
おつかれさまでした！

さくら草で働きませんか！ ☆QRコードからホームページへアクセス
 →「求⼈応募フォーム！」から応募いただけます！

 今までどれほどの⼈を乗せ埼⽟県、時には他県まで駆け巡ってきたのでしょう。想像もつき
ません。（さいたま市〜横浜、⽇光、那須、⽻⽥空港へ⾏ったことも思い出です）
 そんなみんなの思いでの詰まった欽ちゃん号は、2019年３⽉を持って卒業となりました。
今までさくら草を⽀えてくれて、本当にありがとうございました。また、⾞両を運⽤するため
にご協⼒いただきました多くの関係者の皆さまにこの場を借りて御礼申し上げます。（出⼝）

デイセンターの⾞には名前がついていま
す。新⼊社員さんの最初の仕事です。

「ぴンちゃん(欽ちゃん）乗った！3⼈！」
そう⾔って欽ちゃん号との思い出を楽しそうに話
してくれる利⽤者さんがいます。
 欽ちゃん号は、利⽤者さん達をのせ続けて15年
を越えました。
 法⼈設⽴前から今まで、さくら草を⽀え続けて
きたベテランの⾞です。

「さいたま市から"福祉の魅⼒"を発信！」

☆さいたま市障がい者施設連絡会とさいたま市が協⼒した、
初めてのイベント。市内で多様なつながりが⽣まれるきっか
けになりました。（近藤・春⽥・福岡・平⽥・野島）

平成31年3⽉24⽇㊐ 浦和コミュニティセンターにて
イベント名：『THE SHOGAI FUKUSHI in SAITAMA CITY』
・しょうがい者福祉のPRイベントを企画〜参加しました





2/16⼤⾕⼝幼稚園バザー参加 2/18埼⽟県⽴⼤学実習⽣受け⼊れ
2/20法⼈リーダー研修 3/24障がい者福祉ＰＲイベント企画参加
3/26⼊所式（いぶき.川⼝市） 3/28⼊所式（本部.さいたま市）
4/30・5/2デイセンター開所⽇
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健康診断：年1回／通院介助、静的弛緩誘導法訓練会参加、陶芸、せっけん教室：適宜
誕⽣会：各誕⽣⽉美容カット、体重測定、各班避難訓練、各班イベント、⾳楽療法、

アロマセラピー、給⾷会議、家族会：⽉１回／美容カット、安全委員会：隔⽉／各会議：⽉１回〜

＜さくら草・アトム・いぶき活動報告＞ （２０１9年2⽉１⽇∼２０１9年5⽉３1⽇）



デイセンターいぶき

昨年12⽉7⽇、新郷⼩学校4年⽣の⽣徒さんが⾳楽の
プレゼントを届けに来てくれました。
前半・後半と2クラスずつに分かれて、前半では『⿃の
⼈』をリコーダーや鍵盤ハーモニカで演奏、後半では
『たのしいウィンターワンダーランド』の合唱を。素
敵な⾳⾊と元気の出る歌声に、いぶき利⽤者さんもと
っても良い表情で聴き⼊っている様⼦でした。⾳楽の
プレゼントを頂いた後は、⽣徒さんをいぶきの施設案
内へ・・普段⾒慣れない設備や福祉⽤具等を⾒て、⾊
々と質問をしてくれる⽣徒さんも沢⼭！後⽇、交流会
に来てくれた⽣徒さん⼀⼈⼀⼈から感想のお⼿紙を頂
きました。福祉に対して、障害をもつ⽅に対して、少
しでも関⼼を持つきっかけになれたら嬉しいなぁと思
います。
素敵な交流会、ありがとうございました♪ (鈴⽊ょ)

*新郷⼩交流会*

１⽉１７⽇に、いぶきでは２名の⽅が成⼈
式を迎えました。おそろいの袴姿でＫさん
はマイペースに、Ｙさんは少し緊張気味で
式に参加。普段では聞くことのできない
お⺟様⽅からのお話や、
アットホームな雰囲気の
なかで温かな時間となり
ました。２０歳、⼤⼈の
仲間⼊りですね！素敵な
男性になるだろうなあ＊
と楽しみにしていますね。
ご成⼈おめでとうござい
ます。(⻑渡)

平成30年度 祝 成⼈式 ≪サクラソウ、
    いぶきに咲く。≫
利⽤者さんのお宅から頂
いたサクラソウを⽞関先
の花壇とウッドデッキの
プランターへ。どことな
く淋しかった⽞関前の⾵
景に彩が出て、可愛らし
く咲いてくれています。
いぶきの皆も⽇課で⽔あ
げ..凛と逞しく！育ってい
ってね。
 思いを馳せて。○*



〜中村満⼦さん〜
12⽉から勤めさ
せて頂いておりま
す。宜しくお願い

します。 〜１⽉・２⽉の誕⽣会〜

４⼈の利⽤者さんが⽣活しているクロー
バーハウスは少⼈数ですので、アットホ
ームな雰囲気で毎⽇⽣活しています。利
⽤者さん同⼠も⼤変仲良しで互いに⼼配
したり、応援し励ましあったりと職員も
その光景に癒されながら過ごしています
。今年は２⽉に⾖まき、3⽉にひなまつり
を皆で楽しく⾏っています。     
    （⾼橋）
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さくら草グループホーム

主役の利⽤者さ
んはとても笑顔
で過ごしていま
す。他の利⽤者
さんも楽しく過
ごしています。
   （⽥邉）

さくら草グループホームはアットホームを⼤切に過ごしていきたいと思います。今年もてんハ
ウスぐりんとクローバーハウスを宜しくお願いします。※職員写真⼀部イラストになっていま
す。すみません。（⽥邉） さくら草グループホーム

だんだん暖かい⽇が続くようになり、春が近づいていますね。てんハウスぐりんは、今年で
５年⽬になりました。・・・早いものです。そして、クローバーハウスは、今年で２年⽬に
なりました。グループホーム全体で新しい職員が加わりました。遅くなりましたが、簡単に
紹介します。

〜内海ときえさん
利⽤者さんに寄り
添って過ごして⾏

きます。

〜市來看護師さん
3⽉から勤めてい
る看護師です。宜
しくお願いします

。

〜⾕歩⾹さん〜
精⼀杯頑張ります
ので、宜しくお願

いします。

〜森⽥優花さん〜
笑顔を絶やさず皆
様と関わらせて頂

きます。

〜⾼橋裕⼦さん〜
グループホームに採⽤
になった⾼橋祐⼦です
。どうぞ宜しくお願い

します。
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怒りと虐待
 児童や⾼齢者・障がい者虐待に関するニュースが毎⽇のように報道されています。
⾝近な保護者や教師、介護者などがその加害者であることがほとんどです。
 サポートさくら草も虐待を他⼈事とは思わず、虐待防⽌のための取り組みを⾏わな
ければなりません。虐待防⽌に関する研修も当然ながら、虐待の引き⾦となるであろ
う「怒り」や「イライラ」の感情と、どのように付き合うかが⼤切となります。
 そのためサポートさくら草では、デイセンターいぶきの市川施設⻑を講師として「
アンガーマネジメント」の研修を⾏いました。「アンガーマネジメント」とはその名
の通り「アンガー＝怒り」を「マネジメント＝管理」することです。
 怒りやイライラの感情とうまく付き合うための⼿法でありそのための⼼理的トレー
ニングのことです。
 介護者の「怒り」や「イライラ」が⾝体的・精神的な暴⼒＝虐待につながってしま
うのを避けるためにも、介護の現場ではより⼀層、アンガーマネジメントが必要とさ
れているのです。全く怒らないことではなく、怒りを感じた時にどのような態度をと
るか？が最も⼤切です。
 そのための⽅法のひとつとして、「６秒待つ」ということがあげられます。「怒り
が頂点に達する」という表現がありますが、その頂点の持続時間は６秒間。怒りを感
じた６秒間のうちに、深呼吸をするでもよし。「落ち着け落ち着け」と⾃分に⾔い聞
かせるもよし。冷静に判断できるようになるまで⼀呼吸待つ、というものです。

サポートさくら草
（佐々⽊千恵）

 アンガーマネジメントを導
⼊すると、⾃分の感情コント
ロールだけではなく、利⽤者
さんやご家族の皆さんと、冷
静に落ち着いて対応できるよ
うになります。
 スタッフ間でも適切な指導
やコミュニケーションが図れ
るようになってきます。
 アンガーマネジメントで感
情を上⼿にコントロールして
施設全体のサービスの質向上
を⽬指したいと考えています
。

  真剣に⽿を傾ける
   研修の様⼦
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ゆずの仲間のいろいろな 
お・は・な・し

恭造さん⽈く「ゆうすけはプールに⾏くといい顔するん
だ！」と休⽇にプールや都内まで出かけている裕助さん
＆恭造さん。
 裕助さんのお⺟さんからもお話を伺うと、「家族では
なかなか連れていくことが難しいので感謝しています。
『悪いかな〜』とも思ってしまうのです。」とおっしゃ
っていました。
御歳８２歳の恭造さん、⼿術をしたり、⼤変だったこと
と思います。まだまだ末永くゆずの仲間とお付き合い下
さいませ。
そして、今年も、裕助さんとの楽しいエピソードを聞か
せてください。
今年のバレンタインのチョコレートはゆうすけさん⺟か
ら恭造さんへ「本命よ。！」とプレゼントがあったとの
事。知らなかった〜（笑い）     
                    （丸中）

が全く無いそうです。それぐらい、毎⽇が忙し
かったのですね。⼦育てでは、基本的には本⼈
主体であまり⼿助けはせず、⾒守りに徹し、学
校の先⽣やいろいろなヘルパーさんと関係を築
いて欲しいと、お⺟さんはマネージャー役に徹
しているとのことです。ヘルパーからの質問に
も答えて下さり、有意義な時間を過ごしました
。真緒さんとの関わりで私たちはたくさんの勉
強をしています。これからも、よろしくね！
                 （富⽥）

3⽉19⽇（⽕）に開催されましたヘルパー会議
は、今年成⼈式を迎えられた⻄⽥真緒さんのお⺟
さんをお招き致しまして20年間の⼦育て⽇々の
⽣活などをお話ししていただきました。
誕⽣してから⼈⾒知りしない、泣かない、後追い
しない・・何か違うとお⺟さんは思っていたそう
です。⽣後1歳の時に病院で障がいがあると診断
を受け、１回だけ⼤泣きし、また「やはり」とも
やもやしていた気持ちがすっきりし、覚悟を決め
ての⼦育てが始まりました。弟さんも誕⽣しあま
りの⽇々の慌ただしさに半年間の記憶



✿さくら草だよりは晃新印刷さまのご厚意を頂き印刷しております✿

編集後記

【2019（平成31）年度事業計画 法⼈重点⽬標】
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◎⼈材確保、定着、⼈材育成に努める。
 利⽤者⽀援はいうまでもなく「⼈」が⾏います。⼈材育成は、新⼈・全職員・リーダーを対象に法⼈全体での取り組み
は3年⽬になる。さらに新任職員研修⽤のテキストをつくるなど⼈材育成・定着に⼒を⼊れていく。
◎毎⽉幹部が集まる経営会議で、法⼈の組織的運営・事業所間連携の強化し活性化していく。
◎⽼障介護家庭の在宅⽣活の困難状況への⽀援が急がれる。地域で暮らし続けられるように取り組みを検討する。
 他・新規事業の整備を進める。・働き⽅改⾰に努める。・防災対策等に努める。（⼭本）
【平成30年度法⼈内研修報告】                  今年度、「新任職員研修」、全職員を対象に法⼈の成り⽴ちを共有
する「基礎研修」、そして「リーダー研修」を⾏いました。ここでは、リーダー研修について報告します。
 研修内容は、⾃分⾃⾝を知るための「エゴグラム」と、リーダーとして⽇頃意識していることを4〜５名の
グループで出し合い優先順位をつける「５クロス」です。あるグループでまとめたものを紹介します。
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① 研修の感想
・⼈づくりの重要性を感じた ・法⼈内の横のつながり
ができた ・⽴場や事業所で意識していることが違う
・他のリーダーの⽬線を学んだ・意⾒を出し合うワーク
があってよかった ・久しぶりに和やかな昼を感じた
② ⼈を指導・アドバイスしていく中で参考にしている
本など
・仏陀の教え・エルザ スキャパレリ・ココシャネル
・「采配」落合博満・三国志・「志の書」野村克也
・吉⽥松陰・超訳ニーチェの⾔葉 ・「⼈が⼈を育て
る」という⾔葉 ・さくら草先輩上司の考え⽅（3⼈）

【研修終了後のリーダーアンケート回答紹介】

 研修担当（丸中、渡邉、⾼橋）のミーティングでは、「
⾃分の課題にしていることは何？」「やりたいことをやろ
う」みたいなことから考え始めました。
「リーダーだからこうしなさい」ではなく「悩みを素直に
出せる場」「何か困っている？」と聞けることが⼤切との
話がでました。

◎研修を終えて

 アンケートには「リーダーになりたくない！」ととても
正直な気持ちも出ていました。いろんなことで もがいてい
る…そんな状況も垣間⾒られ、率直な意⾒をありがたいと
感じました。
来年度もまた⼿作り
感満載の企画を⾏い
ます。（丸中）

③ ⾃由記述
・理念を⼤切にしたい
 ・リーダーを意識す
ると誰もついてこない
 ・苦⼿だから避ける
のではなく相⼿の気持
ちを理解できるように
なりたい

・「⼈をまとめる」と考えると⼤変だけど「皆の想い
をまとめる」と考え、管理者もみな同じ⽴場で信じる
道へ進める魅⼒的な⽴場だと思っている ・渡邉さん
のミスチルの話が⾯⽩かった ・リーダーになりたく
ない（2⼈）

お元気ですか？今からしっかり
準備をして、これから先の季節
を歩いていきましょう。（Ｎ）


